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　Rumungの石の海側は Fanagaluul（地名　貴方の川）と呼ばれ，北側に 25× 17m，北西側









































































































































































































































































の cuttingtoolsや choppingtoolsとして，puや towと呼ぶ伝統の斧が存在し，使用されていたこと
を指摘している（Mürrer 1917: 158―161）。
　同じWanyän村を 1975年に早川が訪れた折に，浜辺の中で磨製の石斧を発見した。挿図 1・2に



















痕の残る小型の towもある。長幅 5.9cm・短幅 3.4cm・最大厚 0.9cmであった。また，puと呼ぶ
タケノコ貝（Torebrashell）を使った貝斧はすべて小型で形状に斉一性がある。巻貝の円錐状の尖
端を着柄の基部として残し，開口部を斜めに研磨して半円の刃先に仕上げている。挿図 3は縦幅














































































































































































































































　こうした伝承された 8代にわたる Rang村の村長は，大半が 16世紀から 19世紀までの 400年ほ
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